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(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年12月期 3,272,801 6.2 △12,283 ─ △10,065 ─ △16,221 ─

19年12月期 3,082,641 5.5 88,813 19.5 92,709 19.4 43,729 △5.4

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20年12月期 △43 07 ─ △5.0 △0.8 △0.4

19年12月期 116 12 116 12 13.5 7.3 2.9

(参考) 持分法投資損益 20年12月期 1,221百万円 19年12月期 544百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年12月期 1,209,956 328,451 25.4 814 63

19年12月期 1,339,114 358,269 25.3 899 90

(参考) 自己資本 20年12月期 306,813百万円 19年12月期 338,933百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

20年12月期 26,631 △42,932 72,337 71,815

19年12月期 44,796 △25,687 △21,029 15,686

１株当たり配当金 配当金総額
(年間)

配当性向
(連結)

純資産
配当率 
(連結)(基準日) 中間期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

19年12月期 18 00 18 00 36 00 13,561 31.0 4.2

20年12月期 18 00 18 00 36 00 13,561 ─ 4.2

21年12月期(予想) 18 00 18 00 36 00 ─ 150.7 ─

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期連結累計期間 930,000 △44.6 △36,000 ─ △36,000 ─ △24,000 ─ △63 72

通 期 2,030,000 △38.0 20,000 ─ 20,000 ─ 9,000 ─ 23 90

― 1 ―



４.その他 

  

① 会計基準等の改正に伴う変更  有 

② ①以外の変更         有 

〔(注) 詳細は、20ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕 

  

 
(注) １株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、29ページ「１株当たり情報」をご

覧ください。 

  

１.平成20年12月期の個別業績（平成20年１月１日～平成20年12月31日） 

 

 
  

   
(2) 個別財政状態 

 

 
  
２.平成21年12月期の個別業績予想（平成21年１月１日～平成21年12月31日） 

 

 
  
 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の業績予想は、本資料の発表日現在における情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性

を含んでおります。従いまして、当社グループ(当社及び連結子会社、以下同様)の業績は、経済情勢や市

場動向並びに為替レートの変動等の要因により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。

なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の5ページ「１．経営成績（１）経営成績に関する分析 

イ．次期の見通し」をご参照ください。 
  

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本

となる重要な事項の変更に記載されるもの）

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 20年12月期 376,850,400株 19年12月期 376,850,400株

② 期末自己株式数 20年12月期 219,446株 19年12月期 216,636株

(参考) 個別業績の概要

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年12月期 3,138,867 5.2 △17,182 ─ △13,066 ─ △22,445 ─

19年12月期 2,983,549 5.8 78,028 13.7 83,772 16.6 45,433 8.6

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

20年12月期 △59 58 ─

19年12月期 120 62 120 62

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年12月期 1,071,241 280,652 26.2 745 03

19年12月期 1,231,968 318,469 25.9 845 41

(参考) 自己資本 20年12月期 280,652百万円 19年12月期 318,469百万円

(％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 890,000 △45.1 △41,000 ─ △39,000 ─ △23,000 ─ △61 06

通 期 1,950,000 △37.9 12,000 ─ 15,000 ─ 9,000 ─ 23 89
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ア．当期の経営成績 

【連結経営成績に関する分析】 

当期におけるわが国の経済は、米国における「サブプライムローン」問題に端を発した金融危機が世

界的規模で急速に広がったことにより景気が後退し、企業収益が大幅に減少するとともに、雇用情勢が

悪化するなど、年末にかけて先行きの不透明感が一段と強まりました。 

 年初、ドバイ原油において1バレル89ドル台で始まった原油価格は、ほぼ右肩上がりで上昇を続け、7

月には史上最高値である1バレル140ドル台に達しました。その後、金融危機が信用収縮や株安となって

伝播したことによる実体経済の悪化と、これに伴う石油需要の減退により原油価格は急落し、当期末に

おけるドバイ原油の価格は1バレル36ドル台まで下落しました。また、外国為替相場は、年初1ドル109

円台前半で始まり、円高傾向で進むなか3月半ばには一時1ドル97円台となりました。その後徐々に円安

に向かい、8月半ばには1ドル110円台となりましたが、9月の米国大手投資銀行の経営破綻をきっかけに

急速に円高が進み、1ドル91円台前半での越年となりました。 

 国内の石油需要は、当期においても減少傾向が続き、特にガソリンについては価格高騰による買い控

えに加え、消費者のライフスタイルの変化、省燃費車の普及などを背景に、価格下落後も消費の低迷が

続くなど、需要の減退が顕著となりました。 

 このような経営環境の下、当社グループの当期の連結売上高は3兆2,728億円（前期比6.2％増）とな

りましたが、急激な原油価格の下落によるたな卸資産評価の影響悪化が拡大したことにより、連結営業

損失は122億円（前期比1,010億円の減益）、連結経常損失は100億円（前期比1,027億円の減益）となり

ました。また、たな卸資産の影響を除いた場合の連結経常利益相当額は456億円（前期比14億円の増

益）となりました。 

 なお、石油製品等の国際トレーディング事業に関して、平成19年8月よりシェルグループとオペレー

ションを一体化したことにより、当該事業の売上高は前年同期比で2,696億円減少しましたが、当該事

業の収益は事業賃貸料として安定的に回収される仕組みであるため、当社グループの利益に与える影響

は軽微です。 

 特別損益については、遊休資産等の処分による売却益、国内株式の下落に伴う投資有価証券の評価損

及び給油所等の資産処分並びに減損損失等をあわせて、133億円の純損失を計上しました。 

 以上の結果、連結当期純損失は162億円（前期比599億円の減益）となりました。なお、各セグメント

別の経営成績は次のとおりです。 

  

[事業の種類別セグメント情報] 

 
※「その他」の営業利益には、その他事業部門及び「消去又は全社」が含まれております。 

  

【石油事業】   

 原油調達に関しては、サウジ・アラムコ社からの原油供給を中心に、その他の中東産油国及びシェル

グループとも連携し、当社グループ製油所にとって最適となるよう機動的な原油調達を継続的に行いま

１．経営成績

 (1) 経営成績に関する分析

石油事業 不動産事業 その他※ 連結

売  上  高 3兆2,360億円 42億円 324億円 3兆2,728億円

営 業 利 益 △163億円 28億円 11億円 △122億円
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した。 

 製造・供給面に関しては、当社グループ製油所の設備の信頼性を高め、安定的かつ効率的な操業を図

るとともに、高付加価値製品の生産比率の向上にも努めました。 

 国内の流通面に関しては、他の石油会社との油槽所の共同利用及び製品融通によって、高い効率性を

維持するとともに、石油製品の海上輸送のための大型船（2隻）の導入や、富士石油株式会社袖ヶ浦製

油所におけるローリーによる夜間出荷を開始する等の輸送効率のさらなる向上を図りました。また、新

潟石油製品輸入基地の灯油貯蔵能力増強工事を完了し、冬季における灯油の安定供給体制も強化しまし

た。 

 国内における石油製品販売事業に関しては、消費者のニーズに対応した給油所ネットワークの効率化

を図るため、セルフサービス型給油所の比率を更に高め、ショッピングセンター併設給油所「ファンタ

ジスタ」やコンビニエンスストアとの融合型給油所の開発の継続等、様々な商圏において需要を獲得す

るための諸施策を実施しました。また、消費者や需要家との接点となる当社特約店の営業担当者の能力

開発に積極的に取り組み、特に当社系列給油所のマネジャー向けの人材育成プログラムである昭和シェ

ルロイヤルマネジャー（SRM）制度が導入30周年を迎えたことから、「全国SRM会制度発足30周年記念大

会」を6月に開催し、成功事例の共有化等も図りました。 

 石油製品の輸出に関しては、シェルグループの海外ネットワークを活用し、海外市場に向けて軽油を

中心に輸出を行うとともに、ガソリン及びジェット燃料等の輸出を拡大しました。また、輸出による収

益機会の増大を図るべく、設備の増強を行い、大幅な輸出能力の増加を果たしました。 

 LPガス販売事業に関しては、平成19年12月の基本合意に基づき、住友商事株式会社との間での事業統

合を行い、輸入元売機能を当社に集約するとともに、両社の販売子会社を束ねる合弁持株会社として株

式会社エネサンスホールディングスを平成20年7月に設立しました。 

 化成品事業においては、当社の混合キシレンの安定的な販売先を確保するために、帝人ファイバー株

式会社及び三菱商事株式会社との合弁でTSアロマティックス株式会社を平成20年4月に設立し、パラキ

シレンの委託製造・販売事業へ進出しました。 

 以上の結果、石油事業においては、原油価格の高騰を受けた石油製品等の販売価格が上昇したことに

加え、国内の販売数量の減少を中間留分の輸出増加等によってカバーした結果、売上高は前年度に比し

て6.2％増加し、3兆2,360億円となりました。損益面につきましては、前期に比して1,008億円減益の

163億円の営業損失となりました。これは、原油価格が急騰後、夏場から年末にかけ大幅に下落した結

果、総平均法を採用しているたな卸資産評価の影響悪化の拡大等によるものです。なお、たな卸資産評

価の影響を除いた場合の営業利益相当額は394億円と前年度の361億円に比較して33億円の増益となりま

した。 

  

【不動産事業】 

オフィスビル賃貸に関しては、景気悪化によるオフィス需要の減退を反映して、当社所有の賃貸オフ

ィスビルにおいても一部で空室が発生しましたが、管理費用の削減等により、売上高は42億円（前期比

0.4％増）、営業利益は28億円（前期比0億円の増益）と前年度並みの結果となりました。 

  

 【その他事業】 

 次世代型CIS太陽電池事業については、当社の連結子会社である昭和シェルソーラー株式会社宮崎プ

ラントにおいて、平成19年度より開始した商業生産を順調に続けております。また、宮崎第二プラント

は、伸び続ける需要に対応するために、平成21年度の稼動を目指しております。さらには、技術開発の
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強化を目的として厚木リサーチセンターを設立することを決定するとともに、量産技術に関する共同研

究開発も開始しました。また、当社グループのCIS太陽電池「Solacis（ソラシス）」は、経済産業省資

源エネルギー庁（財団法人新エネルギー財団）が主催する「新エネ大賞」の最高賞である経済産業大臣

賞を受賞しました。これは、製造時の環境負荷の軽減と製造技術としての先進性に加えて、性能向上の

ポテンシャル、量産による低コスト化への期待、優れた意匠性を特徴とする将来性が評価されたことに

よるものです。 

 電力事業については、平成22年度の営業運転開始に向けて、合弁会社による大型天然ガス火力発電所

の建設工事を進めたほか、電力小売事業や有限責任中間法人日本卸電力取引所（JEPX）を通じた電力の

卸取引も開始しました。 

 以上の結果、その他事業においては、売上高は324億円（前期比3.6％増）、営業利益は11億円（前期

比2億円の減益）となりました。 

  

イ．次期の見通し 

平成21年度は、国内における石油製品需要の縮小等により、連結売上高は2兆300億円（単体1兆9,500

億円）となる見通しです。損益面は、期初のたな卸資産の評価の影響による原価上昇が見込まれること

から、連結経常利益200億円（単体150億円）、連結当期純利益90億円（単体90億円）となる見通しで

す。また、たな卸資産の在庫評価の影響を除いた場合の連結経常利益相当額は500億円を見込んでおり

ます。 

 なお、上記見通しは、平成21年度の原油代1バレル53ドル(上半期1バレル46ドル、下半期1バレル60ド

ル)、為替レート1ドル95円を前提としております。 

  

ア．貸借対照表分析 

当期末の連結総資産は、前期末に比べ1,291億円減少して1兆2,099億円となりました。これは、主に

原油価格が大きく下落したため、売掛金及びたな卸資産が大幅に減少したことによるものです。   

 連結負債合計は、前期末に比べて993億円減少して8,815億円となりました。これは、買掛金及び未払

法人税等の減少が、借入金の増加を大きく上回ったことによるものです。なお、有利子負債(長・短借

入金、コマーシャル・ペーパー、及び社債の合計額)については、前期末に比べて963億円増加し2,794

億円となりました。これは、米国の大手証券会社破綻を期に深刻化した世界的な金融危機の影響によ

り、間接・直接金融ともに機能不全が懸念されたため、手元流動性の確保を目的として借入を行なった

ことによるものです。 

 連結純資産は、前期末に比べて298億円減少して3,284億円となりました。これは、主に利益剰余金が

減少したことによるものです。 

 以上の結果、当期末における自己資本比率は、前期末の25.3％から25.4％となりました。また、期末

発行済株式総数に基づく１株当たり純資産は、前期末の899.90円から814.63円となりました。 

  

イ．連結キャッシュ・フロー分析 

当期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・フロ

ーが266億円の純収入、投資活動によるキャッシュ・フローが429億円の純支出、財務活動によるキャッ

シュ・フローが723億円の純収入となったこと等の結果、前期末に比べ561億円増加し、718億円となり

ました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。 

 (2) 財政状態に関する分析
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a) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

  営業活動の結果、資金は266億円の純収入（前期比181億円減）となりました。これは、資金の支出を

伴わない減価償却費（312億円）や原油価格の下落に伴うたな卸資産の減少等の増加要因が、税金等調

整前当期純損失等のマイナス要因を上回ったことによるものです。 

b) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果、資金は429億円の純支出（前期比172億円増）となりました。これは、主に給油所・

精製設備等の改修及びCIS太陽電池工場の建設に伴う固定資産取得等の設備投資によるものです。  

c) 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果、資金は723億円の純収入（前期比933億円増）となりました。これは、前期における

高い収益に基づく税負担により、設備投資、年金拠出及び配当等を営業活動によるキャッシュ・フロー

で賄うことが出来なかったことに加えて、前述の手元流動性確保のために借入を行ったことによるもの

です。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
（注） 自己資本比率：（純資産－少数株主持分）／総資産 

       時価ベースの自己資本比率：株式時価総額 （*1）／総資産 

       キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債（*2）／営業キャッシュ・フロー（*3） 

    インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い （*3） 

       各指標は、いずれも連結の財務数値により計算しています。 

*1 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しておりま

す。 

*2 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

対象としております。 

*3 営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業キャッシュ・フ

ロー及び利息の支払額をそれぞれ使用しております。 

  

ウ．特定融資枠契約  

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行で組成される融資シンジケート団と極度額

140,000百万円の特定融資枠契約(コミットメントライン契約)、及びみずほコーポレート銀行と特定融

資枠契約(当座勘定貸越契約)10,000百万円を締結しております。 

 なお、当期末において、特定融資枠契約にかかる借入残高はありません。 

  

 利益配分に関しては、当社の経営・財務状況、金融市場動向等を考慮しつつ、株主に対する安定的、

かつ魅力的な配当を実現していくことを基本方針としております。併せて、企業価値を最大化するため

に必要な中長期的な成長戦略を実現すべく内部留保の充実を図ることとしております。このため、当社

平成16年12月期 平成17年12月期 平成18年12月期 平成19年12月期 平成20年12月期

自己資本比率（％） 25.1 24.0 25.9 25.3 25.4

時価ベースの自己資本比率
（％）

38.6 46.2 41.9 34.9 27.3

キャッシュ・フロー対有利子 
負債比率（倍）

3.9 7.4 6.5 4.1 10.5

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ

12.3 8.6 7.5 11.5 5.5

 (3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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は年２回剰余金の配当を行なう方針としており、株主総会の決議により毎年12月31日を基準日とした期

末配当と、取締役会の決議により毎年6月30日を基準日とした会社法第454条第5項に規定する中間配当

を行なうこととしております。当事業年度においては、中間配当として１株当たり18円を実施しまし

た。期末配当については、前事業年度に引き続きコスト競争力と強固な財務体質が図られていること等

を勘案し、１株当たり18円を予定しております。 

 内部留保の使途については、石油精製販売事業及び周辺ビジネスを含む新規事業における中長期的な

成長のための投資に充当する予定です。 
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  当社の連結対象子会社は40社、持分法適用関連会社は12社となっており、事業は原油・石油製品の輸
入、輸送、精製、貯蔵、販売を中心とした石油事業を主たるものとするほか、不動産事業及びその他事業
（建設工事、自動車用品の販売、都市ガス、電力の卸供給、分散電源、太陽電池等）を行っております。
当社及び関係会社の事業の種類別セグメント及び位置づけは以下の通りです。 

   
 

２．企業集団の状況

事業の種類 業務内容 連結子会社 持分法適用会社

石油事業 石油開発 昭石海外石油開発㈱

石油の精製・石油製品並びに石

油化学関連製品の製造

（当社） 日本グリース㈱ 西部石油㈱

昭和四日市石油㈱ 昭石化工㈱

東亜石油㈱

原油・石油製品の輸送・貯蔵・

荷役

（当社） 平和汽船㈱ 新潟石油共同備蓄㈱

昭和シェル船舶㈱ ジャパンオイルネットワーク㈱

石油製品（ガソリン、ＬＰガ

ス、灯油、軽油、重油、アスフ

ァルト、潤滑油及び化成品等）

の販売

（当社） 東京シェルパック㈱ 丸紅エネルギー㈱

日本グリース㈱ ㈱ペトロスター関東 セントラル石油瓦斯㈱

昭石化工㈱ ㈱サンロード ㈱シェル石油大阪発売所

㈱ペトロスター関西 ㈱新陽石油 ㈱ダイヤ昭石

中央シェル石油販売㈱ ㈱丸新 豊通石油販売㈱

関東礦油エネルギー㈱ 若松ガス㈱ 常陽シェル石油販売㈱

中川石油㈱ セントラルエネルギー㈱ 三重石商事㈱

日商砿油㈱ 永瀬石油㈱ シェル徳発㈱

上燃㈱ ㈱エネサンスホールディングス

住商第一石油ガス㈱ 住商液化ガス㈱東日本

住商液化ガス㈱中央 住商液化ガス㈱九州

㈱エネサンスサービス 住商第一サムセンター㈱

函館ガス㈱ 住商第一ガス販売㈱

昭石ガス㈱ ㈱昭石ホームガス

㈱昭石ホームガス東海 ㈱昭石ホームガス新潟

㈱昭石ホームガス富山

石油化学製品の販売 TSアロマティックス㈱

不動産事業 不動産施設の賃貸 （当社）

その他事業 建設工事、自動車用品の販売、

都市ガス、電力の卸供給、分散

電源、太陽電池ほか

（当社） 若松ガス㈱

昭石エンジニアリング㈱ ㈱ジェネックス

㈱ライジングサン ㈱オンサイトパワー

昭和シェルソーラー㈱
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当社の新たな飛躍と永続的発展は、適正な利潤を確保し、強固な経営基盤と健全な企業体質を築きつ

つ、社会に貢献することによって達成されると考えております。この認識を基本とし、以下の経営理念

を定めております。 

①常に顧客志向の精神をもって、創意工夫、技術革新に努め、環境保全、エネルギーの安定供給と安全操

業をはじめとする社会的責務を遂行しつつ会社の発展を図る。 

②シェルグループ諸会社と緊密な関係を保ち、国際感覚の涵養に努めるとともに、自らの判断と責任にお

いて変化に対応できる日本的経営を行う。  

③企業目標の達成をめざし、高い理想と信頼の絆で結ばれた、活力にあふれる明るい人間集団を形成す

る。  

④共に考え、共に汗する全員参加により生産性の向上に努め、ゆるぎない企業基盤のもとに、豊かな未来

を築く。 

  

連結ベースの経営指標として、中長期的には国際的水準に照らしても遜色のない利益水準を目指して

おります。この実現に向けて、平成21年度の経営指標としては、カレント・コスト・オブ・サプライベ

ース（たな卸資産の在庫評価の影響を除いたもの）で算出した経常利益500億円、ROE12%を目標として

おります。 

  

国内の石油製品需要は、原油価格の高止まりに加え、省エネルギー政策の推進や人口の減少等により

その減退傾向がますます顕在化してくるものと考えられます。当社グループは、今後予想される事業環

境下においても持続的な成長を実現するため以下の取組みを戦略の柱として推進していきます。 

  

 今後の事業環境における持続的成長のために 

米国のサブプライムローン問題に端を発した世界同時不況により景気の先行きは不透明感を強めてお

り、当社グループの経営においても、厳しい環境が継続するという見方だけでなく、景気の一層の下振

れもあり得ることを前提にして対処すべきであると考えております。このような状況下においては、当

社の強みである財務の健全性を強固に保つとともに、変化する顧客ニーズに対応するスピードを失わな

いことが厳しい環境を勝ち抜くために必要であると認識しています。 

  

 「選択と集中」そして「新たな創業」 

当社グループは、過去の困難な時代において変化する事業環境に対応すべく、他社に先駆けて選択と

集中を実行し、強固な財務基盤と競争力のある効率的な経営を実現してきました。目下の厳しい環境下

にあっても本業である石油下流部門においてこれまで培ってきた競争力のある効率性をさらに高め、持

続的な成長へ結びつけていくとともに、「新たな創業」としてCIS太陽電池事業、電力事業、都市ガス

事業など今後の成長が望める事業へも経営資源を投入して第二のコア・ビジネスとなる事業を育ててい

きます。今まさに、どのように成長分野を選択し、どのように経営資源を集中するかが問われていると

認識しております。経営環境の激変を受けてこれまでの経営計画に必要な見直しも行っておりますが、

景気のさらなる下振れには幾重にも対応策を準備してこれに備えるとともに、将来の持続的成長のため

の戦略には積極果敢な投資を行っていきます。 

３．経営方針

 (1) 経営の基本方針

 (2) 目標とする経営指標

 (3) 中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題
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 人材の活性化へ向けた組織風土の醸成 

 当社グループの戦略を遂行するための経営資源の中にあって、最も重要であり、成功の鍵を握るもの

は人材であります。それぞれ異なる個性を持った人材が適材適所に配置され、それぞれの持ち場におい

て率先垂範のリーダーシップを発揮して当社グループの成長戦略に向かって邁進できるよう十二分に心

して知恵を絞っていきたいと考えています。また、人の力は組織としてまとまってこそ厳しい環境に打

ち勝てるものであり、活性化された個人が集団としてチームワークの力を最大限発揮できるよう、人を

まとめる組織風土の醸成に向けてさらなる努力をしていきます。 

  

  「法令遵守」と「健康、安全、危機管理、環境保全（HSSE）」への取り組み 

当社グループは、極めて困難な状況下においても、コンプライアンスと「健康、安全、危機管理およ

び環境保全」に関する取組みが最重要と考えております。コンプライアンスとは、法令遵守はもとよ

り、企業の社会的責任を認識して当社が自主的に定める「行動原則」を遵守することであり、これとと

もに当社が定める「健康、安全、危機管理および環境保全に関する基本方針」をグループ企業各社と共

有してその周知徹底を図っていきます。 
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４．連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表

前連結会計年度 

(平成19年12月31日)

当連結会計年度 

(平成20年12月31日)
比較増減

区分
注記 

番号
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 (注1) 16,479 73,113 56,634

 ２ 受取手形及び売掛金 (注1) 386,151 276,218 △109,933

 ３ たな卸資産 (注1) 361,738 248,088 △113,650

 ４ 繰延税金資産 10,738 18,819 8,080

 ５ その他 27,920 60,302 32,382

   貸倒引当金 △336 △433 △96

    流動資産合計 802,691 59.9 676,107 55.9 △126,583

Ⅱ 固定資産

 (１) 有形固定資産 (注1)

  １ 建物及び構築物 308,920 316,219 7,298

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
194,568 114,352 203,617 112,601 9,049 △1,750

  ２ タンク 86,913 87,949 1,036

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
75,139 11,773 76,384 11,564 1,245 △208

  ３ 機械装置及び運搬具 497,645 507,240 9,595

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
373,711 123,934 388,814 118,426 15,103 △5,507

  ４ 土地 162,295 166,675 4,379

  ５ 建設仮勘定 3,148 20,792 17,643

  ６ その他 25,637 24,732 △904

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
20,169 5,467 19,214 5,517 △954 50

    有形固定資産合計 420,972 (31.5) 435,579 (36.0) 14,606

 (２) 無形固定資産

  １ のれん 1,207 2,259 1,052

  ２ 借地権 3,972 4,074 102

  ３ ソフトウェア 5,048 4,995 △53

  ４ その他 927 581 △346

    無形固定資産合計 11,155 (0.8) 11,910 (1.0) 755

 (３) 投資その他の資産

  １ 投資有価証券 53,000 43,330 △9,669

  ２ 長期貸付金 856 1,551 694

  ３ 繰延税金資産 24,677 26,229 1,552

  ４ その他 26,818 17,409 △9,408

    貸倒引当金 △1,057 △2,164 △1,106

    投資その他の資産合計 104,295 (7.8) 86,358 (7.1) △17,936

    固定資産合計 536,423 40.1 533,848 44.1 △2,575

   資産合計 1,339,114 100.0 1,209,956 100.0 △129,158
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前連結会計年度 

(平成19年12月31日)

当連結会計年度 

(平成20年12月31日)
比較増減

区分
注記 

番号
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 支払手形及び買掛金 387,675 231,419 △156,256

 ２ 短期借入金 (注1) 82,602 141,384 58,782

 ３ 未払金 (注1) 201,629 204,363 2,733

 ４ 未払法人税等 22,976 4,672 △18,304

 ５ 未払費用 14,042 12,294 △1,747

 ６ 賞与引当金 2,092 2,376 284

 ７ 役員賞与引当金 63 53 △9

 ８ コマーシャル・ペーパー 24,000 72,000 48,000

 ９ その他 49,757 40,041 △9,715

    流動負債合計 784,839 58.6 708,606 58.6 △76,233

Ⅱ 固定負債

 １ 社債 30,000 30,200 200

 ２ 長期借入金 (注1) 46,532 35,891 △10,641

 ３ 繰延税金負債 8,441 4,235 △4,206

 ４ 退職給付引当金 73,888 69,560 △4,327

 ５ 特別修繕引当金 12,809 17,633 4,824

 ６ 役員退職慰労引当金 ─ 674 674

 ７ その他 24,331 14,701 △9,630

    固定負債合計 196,005 14.6 172,898 14.3 △23,107

   負債合計 980,845 73.2 881,504 72.9 △99,340

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 34,197 2.6 34,197 2.8 ─

 ２ 資本剰余金 22,112 1.6 22,113 1.8 0

 ３ 利益剰余金 278,251 20.8 248,589 20.6 △29,661

 ４ 自己株式 △174 △0.0 △178 △0.0 △4

    株主資本合計 334,386 25.0 304,721 25.2 △29,665

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
4,546 2,092 △2,453

    評価・換算差額等合計 4,546 0.3 2,092 0.1 △2,453

Ⅲ 少数株主持分 19,336 1.5 21,637 1.8 2,301

   純資産合計 358,269 26.8 328,451 27.1 △29,817

   負債・純資産合計 1,339,114 100.0 1,209,956 100.0 △129,158
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(2) 連結損益計算書

前連結会計年度 

(自 平成19年１月１日 

  至 平成19年12月31日)

当連結会計年度 

(自 平成20年１月１日 

  至 平成20年12月31日)

比較増減

区分
注記 

番号
金額(百万円)

百分比 

(％)
金額(百万円)

百分比 

(％)
金額(百万円)

Ⅰ 売上高 3,082,641 100.0 3,272,801 100.0 190,159

Ⅱ 売上原価 2,874,422 93.2 3,161,950 96.6 287,528

    売上総利益 208,219 6.8 110,851 3.4 △97,368

Ⅲ 販売費及び一般管理費

 １ 運賃諸掛 45,271 44,697 △573

 ２ 人件費 30,095 31,676 1,581

 ３ 賃借料 4,749 5,486 736

 ４ 減価償却費 5,007 5,890 883

 ５ その他 34,282 119,405 3.9 35,383 123,134 3.8 1,101 3,728

    営業利益又は 

    営業損失（△）
88,813 2.9 △12,283 △0.4 △101,096

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 159 142 △16

 ２ 受取配当金 541 750 208

 ３ 為替差益 3,399 2,115 △1,283

 ４ 負ののれん償却額 619 428 △191

 ５ 持分法による投資利益 544 1,221 676

 ６ 匿名組合投資利益 1,512 1,571 58

 ７ その他 2,035 8,811 0.3 1,861 8,090 0.3 △174 △721

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 1,991 2,522 530

 ２ 売上割引 1,935 2,249 314

 ３ その他 988 4,915 0.2 1,100 5,872 0.2 112 956

    経常利益又は 

    経常損失（△）
92,709 3.0 △10,065 △0.3 △102,775

Ⅵ 特別利益

 １ 固定資産売却益 3,484 1,069 △2,415

 ２ 投資有価証券等売却益 117 30 △87

 ３ 特別修繕引当金戻入益 12 5 △7

 ４ 撤去費用戻入益 ─ 591 591

 ５ 企業立地促進補助金 ─ 304 304

 ６ その他 499 4,114 0.1 412 2,413 0.1 △86 △1,701

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産処分損 5,971 2,809 △3,161

 ２ 投資有価証券等売却損 ─ 39 39

 ３ 投資有価証券等評価損 13 7,527 7,513

 ４ 減損損失 7,505 2,976 △4,528

 ５ 役員退職慰労金 1,073 216 △857

 ６ 関係会社事業資産等整理損 3,344 ─ △3,344

 ７ その他 345 18,254 0.6 2,191 15,761 0.5 1,846 △2,492

   税金等調整前当期純利益 

   又は税金等調整前当期 

   純損失（△）

78,569 2.5 △23,414 △0.7 △101,983

   法人税、住民税及び 

   事業税
36,889 5,375 △31,513

   法人税等調整額 △ 723 36,165 1.1 △12,989 △7,613 △0.2 △12,265 △43,779

   少数株主利益 ― ― 421 0.0 421

   少数株主損失 1,325 0.0 ─ ─ △1,325

    当期純利益又は 

    当期純損失（△）
43,729 1.4 △16,221 △0.5 △59,951
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    前連結会計年度(自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

 
  

    当連結会計年度(自 平成20年１月１日 至 平成20年12月31日) 

 
  

  

(3) 連結株主資本等変動計算書

株主資本
評価・換算

差額等
少数株主 
持分

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本
合計

その他 
有価証券 

評価差額金

平成18年12月31日残高(百万円) 34,197 22,111 248,108 △422 303,995 5,416 21,544 330,956

連結会計年度中の変動額

 剰余金の配当 △13,555 △13,555 △13,555

 当期純利益 43,729 43,729 43,729

 自己株式の取得 △11 △11 △11

 自己株式の処分 1 259 260 260

 持分増加に伴う変動額 296 296 7 △478 △174

 連結子会社の増加に伴う減少額 △327 △327 △327

 株主資本以外の項目の 

 連結会計年度中の変動額(純額)
△878 △1,730 △2,608

連結会計年度中の変動額合計 

(百万円）
― 1 30,142 247 30,391 △870 △2,208 27,312

平成19年12月31日残高(百万円) 34,197 22,112 278,251 △174 334,386 4,546 19,336 358,269

株主資本
評価・換算

差額等
少数株主 
持分

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本
合計

その他 
有価証券 

評価差額金

平成19年12月31日残高(百万円) 34,197 22,112 278,251 △ 174 334,386 4,546 19,336 358,269

連結会計年度中の変動額

 剰余金の配当 △13,561 △13,561 △13,561

 当期純損失 △16,221 △16,221 △16,221

 自己株式の取得 △10 △10 △10

 自己株式の処分 0 6 6 6

 連結子会社の合併等に伴う 
 増加額

121 121 2,522 2,643

 連結子会社の増加に伴う増加額 236 236

 株主資本以外の項目の 

 連結会計年度中の変動額(純額)
△2,453 △456 △2,910

連結会計年度中の変動額合計 

(百万円）
─ 0 △29,661 △4 △29,665 △2,453 2,301 △29,817

平成20年12月31日残高(百万円) 34,197 22,113 248,589 △178 304,721 2,092 21,637 328,451
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

前連結会計年度 

(自 平成19年１月１日 

  至 平成19年12月31日)

当連結会計年度 

(自 平成20年１月１日 

  至 平成20年12月31日)

区分
注記 

番号
金額(百万円) 金額(百万円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

   税金等調整前当期純利益 

   又は税金等調整前当期純損失（△）
78,569 △23,414

   減価償却費 26,708 31,239

   減損損失 7,505 2,976

   有形固定資産処分損 5,971 2,809

   有形固定資産売却益 △3,484 △1,069

   投資有価証券等評価損 - 7,527

   役員退職慰労金 1,073 216

   関係会社事業資産等整理損 3,344 -

   貸倒引当金の増減額 △195 △136

   役員退職慰労引当金の増減額 - 548

   退職給付引当金の増減額 △4,682 △5,375

   特別修繕引当金の増減額 1,456 4,824

   受取利息及び受取配当金 △700 △892

   支払利息及び売上割引 3,926 4,771

   売上債権の増減額 △59,850 118,523

   たな卸資産の増減額 △84,883 116,940

   仕入債務の増減額 91,460 △167,753

   その他 5,595 △19,431

    小計 71,816 72,307

   利息及び配当金の受取額 696 887

   利息の支払額 △3,881 △4,852

   法人税等の支払額 △23,835 △41,711

  営業活動によるキャッシュ・フロー 44,796 26,631

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

   有形固定資産の取得による支出 △23,617 △37,606

   無形固定資産の取得による支出 - △2,427

   有形固定資産の売却による収入 4,668 1,901

   投資有価証券の取得による支出 △1,170 △1,116

   投資有価証券の売却による収入 268 107

   短期貸付金の純増減額 △2,504 △2,641

   長期貸付による支出 △72 △885

   長期貸付金の回収による収入 6 15

   関係会社株式取得による収入 ─ 161

   その他 △3,267 △440

  投資活動によるキャッシュ・フロー △25,687 △42,932

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

   短期借入金の純増減額 34,281 43,327

   コマーシャル・ペーパーの純増減額 △44,000 48,000

   長期借入による収入 10,000 -

   長期借入金の返済による支出 △7,673 △4,732

   自己株式の取得による支出 △ 11 △10

   配当金の支払 △13,555 △13,561

   少数株主に対する配当金の支払額 △330 △692

   その他 260 6

  財務活動によるキャッシュ・フロー △21,029 72,337

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △1,920 56,035

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 16,541 15,686

Ⅵ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の 

  増加高
1,066 93

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 (注1) 15,686 71,815

 

昭和シェル石油㈱（5002）平成20年12月期決算短信

― 15 ―



  

(5) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前連結会計年度

(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

１ 連結の範囲に関する事項 (１) 連結子会社数 27社

    会社名 昭和四日市石油株式会

社、東亜石油株式会社、昭和シェル

船舶株式会社、平和汽船株式会社、

東扇島オイルターミナル株式会社、

昭石海外石油開発株式会社、昭石エ

ンジニアリング株式会社、日本グリ

ース株式会社、昭石化工株式会社、

昭石ガス株式会社、株式会社ライジ

ングサン、株式会社サンロード、中

央シェル石油販売株式会社、関東礦

油エネルギー株式会社、株式会社新

陽石油、東京シェルパック株式会

社、中川石油株式会社、株式会社ペ

トロスター関西、株式会社ペトロス

ター関東、株式会社昭石ホームガ

ス、若松ガス株式会社、株式会社ジ

ェネックス、株式会社丸新、株式会

社オンサイトパワー、セントラルエ

ネルギー株式会社、日商砿油株式会

社、昭和シェルソーラー株式会社

(１) 連結子会社数 40社

    会社名 昭和四日市石油株式会

社、東亜石油株式会社、昭和シェル

船舶株式会社、平和汽船株式会社、

昭石海外石油開発株式会社、昭石エ

ンジニアリング株式会社、日本グリ

ース株式会社、昭石化工株式会社、

株式会社ライジングサン、株式会社

サンロード、中央シェル石油販売株

式会社、関東礦油エネルギー株式会

社、株式会社新陽石油、東京シェル

パック株式会社、中川石油株式会

社、株式会社ペトロスター関西、株

式会社ペトロスター関東、若松ガス

株式会社、株式会社ジェネックス、

株式会社丸新、株式会社オンサイト

パワー、セントラルエネルギー株式

会社、日商砿油株式会社、昭和シェ

ルソーラー株式会社、永瀬石油株式

会社、上燃株式会社、株式会社エネ

サンスホールディングス  

             他13社

   なお、昭和シェルソーラー株式会

社は、業容の拡大に伴い、重要性が

増したため当連結会計年度より連結

子会社に含めております。

  永瀬石油株式会社及び上燃株式会

社は、株式取得に伴い当連結会計年

度より連結子会社に含めておりま

す。

   昭石ガス株式会社は、合併に伴い

株式会社エネサンスホールディング

スに商号を変更しており、同社の子

会社12社は、事業の重要性が増した

ため当連結会計年度より連結子会社

に含めております。

  前連結会計年度まで連結子会社で

あった東扇島オイルターミナル株式

会社は、連結子会社である東亜石油

株式会社と合併し消滅したため、当

連結会計年度より連結の範囲から除

いております。 

(２) 主要な非連結子会社の名称等

  株式会社ハヤワ

 (連結の範囲から除いた理由)

  非連結子会社は、いずれも小規模

であり、合計の総資産、売上高、当

期純損益(持分相当額)及び利益剰余

金(持分相当額)等は、いずれも連結

財務諸表に重要な影響を及ぼしてい

ないため連結の範囲から除外してお

ります。

(２) 主要な非連結子会社の名称等

同左
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

２ 持分法の適用に関する事
項

(１) 持分法適用の関連会社数 11社

  会社名 西部石油株式会社、株式

会社ダイヤ昭石、株式会社シェル石

油大阪発売所、セントラル石油瓦斯

株式会社、三重石商事株式会社、新

潟石油共同備蓄株式会社、シェル徳

発株式会社、ジャパンオイルネット

ワーク株式会社、常陽シェル石油販

売株式会社、丸紅エネルギー株式会

社、豊通石油販売株式会社

(１) 持分法適用の関連会社数 12社

  会社名 西部石油株式会社、株式

会社ダイヤ昭石、株式会社シェル石

油大阪発売所、セントラル石油瓦斯

株式会社、三重石商事株式会社、新

潟石油共同備蓄株式会社、シェル徳

発株式会社、ジャパンオイルネット

ワーク株式会社、常陽シェル石油販

売株式会社、丸紅エネルギー株式会

社、豊通石油販売株式会社、TSアロ

マティックス株式会社 

  

 TSアロマティックス株式会社は、

株式取得に伴い当連結会計年度より

持分法適用の関連会社に含めており

ます。

(２) 持分法を適用しない非連結子会

社及び関連会社(株式会社旭洋他)

は、それぞれ連結純損益(持分相当

額)及び利益剰余金(持分相当額)に

及ぼす影響が軽微であり、かつ全体

として重要性がないため、持分法適

用範囲から除外しております。

(２)            同左

(３) 持分法適用会社のうち、決算日

が連結決算日と異なる会社について

は、各社の事業年度に係る財務諸表

を使用しております。

(３)      同左

３ 連結子会社の事業年度等 

に関する事項

   連結子会社のうち、株式会社ペト

ロスター関西、株式会社ペトロスタ

ー関東、中川石油株式会社、株式会

社サンロード、株式会社新陽石油、

株式会社昭石ホームガス、株式会社

丸新及びセントラルエネルギー株式

会社の決算日は９月30日であり、東

京シェルパック株式会社の決算日は

10月31日です。 

 連結財務諸表の作成にあたって

は、同決算日現在の財務諸表を使用

して、連結決算日との間に生じた重

要な取引については連結上必要な調

整をしております。

    連結子会社の決算日は次のとおり

であります。

    ６月30日    1社 

  ９月30日    8社 

  10月31日    1社 

  12月31日  30社 

 ６月30日を決算日とする連結子会

社は、９月30日現在で本決算に準じ

た仮決算を行った財務諸表を使用し

ており、その他の連結子会社は、そ

れぞれの決算日の財務諸表を使用し

ております。 

 なお、連結決算日との間に生じた

重要な取引については連結上必要な

調整をしております。

４ 会計処理基準に関する事

項

 (１) 重要な資産の評価基 

 準及び評価方法

    有価証券  その他有価証券

  時価のあるもの

   決算日の市場価格等に基づく時

価法を採用しております。

   (評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は主とし

て移動平均法により算定しており

ます。)

 その他有価証券

  時価のあるもの

同左
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項目 前連結会計年度
(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

    デリバティブ

    たな卸資産

  時価のないもの

   移動平均法による原価法を採用 

 しております。

 時価法によっております。

 主として総平均法に基づく原価法を

採用しております。

  時価のないもの

同左

同左

同左

 (２) 重要な減価償却資産 

 の減価償却の方法

① 有形固定資産

  主として定額法を採用しており、

 耐用年数及び残存価額は、法人税法

に規定する方法と同一の基準によっ

ております。

  なお、当社の京浜製油所扇町工場

及び連結子会社昭和四日市石油株式

会社の主要石油精製設備については

自主耐用年数(20年)を採用しており

ます。

① 有形固定資産

同左

② 無形固定資産

  定額法を採用しております。

  なお、自社利用のソフトウェアに

ついては、社内における利用可能期

間(５年)に基づく定額法によってお

ります。

② 無形固定資産

同左

 (３) 重要な引当金の計上 

    基準

貸倒引当金  債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回

収不能見込額を計上しております。

同左

賞与引当金  従業員の賞与支給に充てるため、原

則として支給見積額のうち、当連結会

計年度対応分を計上しております。

               同左

役員賞与引当金  役員に対する賞与の支払に備えるた

め、支給見込額を計上しております。

               同左

退職給付引当金  従業員の退職給付に備えるため、当

連結会計年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。 

 数理計算上の差異は、各連結会計年

度の発生時における従業員の平均残存

勤務期間以内の一定の年数(13年～14

年)による均等額をそれぞれ発生の翌

連結会計年度から費用処理することと

しております。 

 過去勤務債務は、発生時の従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数

(14年)による定額法により費用処理す

ることとしております。 

 会計基準変更時差異は、発生時の従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数(15年)による定額法により費用処

理することとしております。

               同左
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

役員退職慰労引当金

特別修繕引当金

──────

 将来支出する修繕費用に充てるた

め、製油所の機械装置に係る定期修繕

費用及び消防法により定期開放点検が

義務づけられたタンク等に係る点検修

理費用の当連結会計年度に対応する見

積額を計上しております。

 一部の連結子会社において、役員の

退職慰労金の支給に備えるため、内規

に基づく当連結会計年度末支給見込額

を計上しております。
同左

 (４) 重要なリース取引の 

処理方法

 リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっております。

同左

 (５) 重要なヘッジ会計の 

方法

 当社グループは、ヘッジ会計を適用

しておりません。

同左

 (６) 消費税等の会計処理 

方法

 消費税等の会計処理方法は、税抜方

式によっております。
同左

５ 連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項

 連結子会社の資産及び負債の評価に

ついては、全面時価評価法を採用して

おります。

同左

６ のれん及び負ののれんの

償却方法に関する事項

 のれん及び負ののれん、のれん相当

額及び負ののれん相当額の償却につい

ては、発生原因に応じて20年以内での

均等償却を行っております。但し、金

額が少額ののれん及び負ののれんにつ

いては一括償却しております。

同左

７ 連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲

 連結キャッシュ・フロー計算書にお

ける資金(現金及び現金同等物)は、手

許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ価値の変

動について僅少なリスクしか負わない

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到

来する短期投資からなっております。

同左
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(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度
(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

（固定資産の減価償却方法） 

 当連結会計年度より法人税の改正（所得税法等の一部

を改正する法律（平成19年３月30日 法律第６号）及び

法人税法施行令の一部を改正する政令（平成19年３月30

日 政令第83号））に伴い、平成19年４月１日以降に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に規

定する方法により、減価償却費を計上しております。な

お、この変更に伴う営業利益、経常利益及び税金等調整

前当期純利益に与える影響は軽微です。

（会計方針の変更） 

 一部の連結子会社の役員退職慰労金は、従来、支給時

の費用として処理しておりましたが、「租税特別措置法

上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員

退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認

会計士協会監査・保証実務委員会報告第42号 平成19年

４月13日）が公表されたことに伴い、当連結会計年度よ

り内規に基づく当連結会計年度末の支給見込額を役員退

職慰労引当金として計上する方法に変更しております。 

 なお、この変更に伴う営業損失、経常損失及び税金等

調整前当期純損失に与える影響は軽微です。 

（追加情報） 

 平成19年度税制改正に伴い、平成19年４月１日以降に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に

規定する方法により、減価償却費を計上しております。 

 この変更により、営業損失、経常損失及び税金等調整

前当期純損失はそれぞれ452百万円増加しております。 

（追加情報） 

 当連結会計年度より、平成19年３月31日以前に取得し

た有形固定資産については、償却可能限度額に達した連

結会計年度の翌連結会計年度より、残存簿価を５年間に

わたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しておりま

す。 

 この変更により、営業損失、経常損失及び税金等調整

前当期純損失はそれぞれ4,222百万円増加しておりま

す。
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(7) 連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 
(平成19年12月31日)

当連結会計年度 
(平成20年12月31日)

１ (注１)担保資産及び担保付債務
担保に供している資産は次の通りです。

１ (注１)担保資産及び担保付債務
担保に供している資産は次の通りです。

 現金及び 
 預金

3,873百万円(    ―百万円)

 受取手形 
 及び 
 売掛金

1,248 (    ―   )

 たな卸資 
 産

82 (     ―   )

 建物及び 
 構築物

22,220 ( 22,150   )

 タンク 4,776 ( 4,776   )
 機械装置 
 及び 
 運搬具

96,218 ( 96,218   )

 土地 35,733 ( 33,832   )
 その他の 
 有形固定 
 資産

11 (   11   )

 計 164,165 (156,989   )

 現金及び 
 預金

3,756百万円(    ―百万円)

 受取手形 
 及び 
 売掛金

1,654 (    ―   )

 たな卸資 
 産

74 (    ―   )

 建物及び 
 構築物

21,225 ( 20,500   )

 タンク 4,524 ( 4,524   )
 機械装置 
 及び 
 運搬具

89,069 ( 89,069   )

 土地 42,273 ( 33,832   )
 その他の 
 有形固定 
 資産

9 (    9   )

 計 162,587 (147,936   )

     担保付債務は次の通りです。      担保付債務は次の通りです。

 長期 
 借入金

13,262百万円( 13,262百万円)

 短期 
 借入金

4,172 ( 4,152   )

 未払金 65,312 (   ―   )

 計 82,747 ( 17,415   )

 長期 
 借入金

11,146百万円( 10,218百万円)

 短期 
 借入金

6,226 (  3,044   )

 未払金 65,581 (   ―   )

 計 82,955 ( 13,262   )

上記のうち( )内書は工場財団抵当並びに当
該債務を示しております。
なお、上記の他に連結子会社である株式会社
ジェネックスの借入金に対して以下の資産を
担保に供しております。

 株式会社ジェネックス株式 1,680百万円

 株式会社ジェネックスに 
 対する長期貸付金

2,520百万円

上記のうち( )内書は工場財団抵当並びに当
該債務を示しております。
なお、上記の他に連結子会社である株式会社
ジェネックスの借入金に対して以下の資産を
担保に供しております。

 株式会社ジェネックス株式 1,680百万円

 株式会社ジェネックスに 
 対する長期貸付金

2,520百万円

２ 偶発債務
 (1) 連結子会社以外の会社の金融機関等からの借入に

対する債務保証額

２ 偶発債務
 (1) 連結子会社以外の会社の金融機関等からの借入に

対する債務保証額

 

 ジャパンオイルネット 
 ワーク株式会社

3,335百万円

 株式会社エス・アイ東海 282
 株式会社ジェイ・エル・エス 68

 合計 3,685

 

 ジャパンオイルネット 
 ワーク株式会社

1,915百万円

 株式会社エス・アイ東海 264
 石油輸送サービス株式会社
 株式会社ジェイ・エル・エス

80
21

 合計 2,280

 

 (2) 従業員の借入金(財形住宅融資金)に対する保証額

保証額 1,197百万円

３                 ──────
 

 (2) 従業員の借入金(財形住宅融資金)に対する保証額

保証額 1,026百万円

３ 受取手形割引額は38百万円です。
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前連結会計年度(自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

発行済株式数に変動はありません。 

  

２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加・減少数の主な内訳は、次の通りです。 

 単元未満株式の買取による増加          8,300株 

 単元未満株式の市場への処分による減少       434株 

 ストック・オプション権利行使による減少 318,600株 

  
３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

 
  

 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度後となるもの 

 
  

(連結株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 376,850,400 ― ― 376,850,400

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 527,370 8,300 319,034 216,636

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年３月29日 
定時株主総会

普通株式 6,775 18.00 平成18年12月31日 平成19年３月30日

平成19年８月10日 
取締役会

普通株式 6,780 18.00 平成19年６月30日 平成19年９月10日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年３月28日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 6,780 18.00 平成19年12月31日 平成20年３月31日
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当連結会計年度(自 平成20年１月１日 至 平成20年12月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

発行済株式数に変動はありません。 

  

２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加・減少数の主な内訳は、次の通りです。 

 単元未満株式の買取による増加                  10,298株 

 持分法適用会社が売却した自己株式（当社株式）の 

 当社帰属分                                          765株 

 単元未満株式の市場への処分による減少              6,723株 

  
３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

 
  
 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度後となるもの 

 
  

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 376,850,400 ― ― 376,850,400

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 216,636 10,298 7,488 219,446

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年３月28日 
定時株主総会

普通株式 6,780 18.00 平成19年12月31日 平成20年３月31日

平成20年８月６日 
取締役会

普通株式 6,780 18.00 平成20年６月30日 平成20年９月10日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年３月27日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 6,780 18.00 平成20年12月31日 平成21年３月30日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

１. (注1)現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対

照表に掲載されている科目の金額との関係

１. (注1)現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対

照表に掲載されている科目の金額との関係

(平成19年12月31日)

１ 現金預金勘定 16,479百万円

２ 預入期間が３ヶ月を 
  超える定期預金

△792百万円

  現金及び現金同等物 15,686百万円

(平成20年12月31日)

１ 現金預金勘定 73,113百万円

２ 預入期間が３ヶ月を 
  超える定期預金

△1,298百万円

 現金及び現金同等物 71,815百万円
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前連結会計年度(自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

 
(注) １ 事業区分の方法は、主として内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主な製品又は事業内容 

(1) 石油事業  揮発油、ナフサ、灯油、軽油、重油、潤滑油、LPG、アスファルト、化成品等石油製品 

(2) 不動産事業 不動産の賃貸及び管理 

(3) その他事業 建設工事、自動車用品の販売及びリース業、都市ガス事業、電力卸供給事業、分散電源事

業、太陽電池事業等 

３ 当連結会計年度における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額はありませ

ん。 

４ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額はありません。 

５ 減価償却費、減損損失及び資本的支出には、長期前払費用とその償却額が含まれております。 

  

(セグメント情報)

１ 事業の種類別セグメント情報

石油事業 
(百万円)

不動産事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

3,047,065 4,270 31,306 3,082,641         ― 3,082,641

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

5,811 125 7,217 13,154 (13,154)        ―

計 3,052,876 4,396 38,523 3,095,796 (13,154) 3,082,641

  営業費用 2,968,310 1,539 37,112 3,006,962 (13,134) 2,993,828

  営業利益 84,566 2,856 1,411 88,833 (19) 88,813

Ⅱ 資産、減価償却費、減損
  損失及び資本的支出

  資産 1,297,407 30,394 53,564 1,381,367 (42,252) 1,339,114

  減価償却費 23,262 807 2,637 26,708 ― 26,708

  減損損失 2,107      ― 5,398 7,505         ― 7,505

  資本的支出 22,603 76 3,155 25,835         ― 25,835

昭和シェル石油㈱（5002）平成20年12月期決算短信

― 25 ―



当連結会計年度(自 平成20年１月１日 至 平成20年12月31日) 

 
(注) １ 事業区分の方法は、主として内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主な製品又は事業内容 

(1) 石油事業  揮発油、ナフサ、灯油、軽油、重油、潤滑油、LPG、アスファルト、化成品等石油製品 

(2) 不動産事業 不動産の賃貸及び管理 

(3) その他事業 建設工事、自動車用品の販売及びリース業、都市ガス事業、電力卸供給事業、分散電源事

業、太陽電池事業等 

３ 当連結会計年度における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額はありませ

ん。 

４ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額はありません。 

５ 減価償却費、減損損失及び資本的支出には、長期前払費用とその償却額が含まれております。 

  

石油事業 
(百万円)

不動産事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

3,236,069 4,288 32,444 3,272,801 ― 3,272,801

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

5,336 123 7,148 12,608 (12,608) ―

計 3,241,405 4,412 39,592 3,285,410 (12,608) 3,272,801

  営業費用 3,257,727 1,519 38,409 3,297,656 (12,571) 3,285,084

  営業利益又は 
  営業損失（△）

△16,321 2,892 1,182 △12,246 (37) △12,283

Ⅱ 資産、減価償却費、減損
  損失及び資本的支出

  資産 1,170,226 29,804 55,597 1,255,628 (45,672) 1,209,956

  減価償却費 27,357 843 3,039 31,239 ― 31,239

  減損損失 2,976 ― ― 2,976 ― 2,976

  資本的支出 23,528 107 16,686 40,323 ― 40,323
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前連結会計年度(自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成20年１月１日 至 平成20年12月31日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

２ 所在地別セグメント情報
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前連結会計年度(自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア …………… シンガポール、大韓民国、香港 

(2) その他の地域 …… UAE、米国、英国 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。 

４ 平成19年８月１日付で石油製品の国際トレーディング事業をビジネスリースしたこと等に伴い、当該事業の

海外売上高は、前連結会計年度比104,049百万円減少しております。 

  

当連結会計年度(自 平成20年１月１日 至 平成20年12月31日) 

  平成19年８月１日付で石油製品の国際トレーディング事業をビジネスリースしたこと等に伴い海外売上高が減少

し、当連結会計年度の連結売上高に占める割合が10％未満となったため、開示を省略しております。 

  

  

  

３ 海外売上高

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 189,705 119,320 309,026

Ⅱ 連結売上高(百万円) 3,082,641

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

6.2 3.9 10.0
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(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

    
２ １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 
  

 
  

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

１株当たり純資産額 899.90円 814.63円

１株当たり当期純利益又は 
当期純損失（△）

116.12円 △43.07円

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

116.12円
潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

項目
前連結会計年度

(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計 
(百万円)

358,269 328,451

普通株式に係る純資産額(百万円) 338,933 306,813

連結貸借対照表の純資産の部の合計
額と１株当たり純資産額の算定に用
いられた普通株式に係る連結会計年
度末の純資産額との差額の主な内訳
(百万円)

少数株主持分 19,336 21,637

普通株式の発行済株式数(千株) 376,850 376,850

普通株式の自己株式数(千株) 216 219

１株当たり純資産の算定に用いられ
た普通株式の数(千株)

376,633 376,630

項目
前連結会計年度

(自 平成19年１月１日
至 平成19年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年１月１日
至 平成20年12月31日)

連結損益計算書上の当期純利益又は
当期純損失（△）(百万円)

43,729 △16,221

普通株式に係る当期純利益又は当期
純損失（△）(百万円)

43,729 △16,221

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 376,586 376,632

当期純利益調整額(百万円) ― ─

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益の算定に用いられた普通株式増加
数(千株)

19 ─

 (うち新株予約権(千株)) (19) (─)

希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後１株当たり当期純利益の算
定に含まれなかった潜在株式の概要

― ─
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リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、有価証券、デリバティブ取引及び退職給付に関す

る注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略

します。 

(開示の省略)
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５．個別財務諸表

(1) 貸借対照表

前事業年度 

(平成19年12月31日)

当事業年度 

(平成20年12月31日)
比較増減

区分
注記 

番号
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 3,338 60,069 56,730

 ２ 受取手形 166 190 23

 ３ 売掛金 375,394 260,483 △114,910

 ４ 製品・商品 109,342 111,461 2,119

 ５ 未着商品 6,206 2,715 △3,490

 ６ 容器 18 25 6

 ７ 半製品 46,888 29,073 △17,814

 ８ 原料及び材料 70,361 65,982 △4,379

 ９ 未着原材料 114,459 22,726 △91,732

 10 貯蔵品 305 284 △20

 11 前渡金 61 ─ △61

 12 前払費用 1,183 1,277 93

 13 繰延税金資産 9,258 17,278 8,019

 14 短期貸付金 105 97 △7

 15 関係会社短期貸付金 92,205 103,879 11,673

 16 未収入金 10,831 35,403 24,571

 17 デリバティブ資産 1,439 1,726 286

 18 その他 1,152 1,127 △25

   貸倒引当金 △ 511 △403 108

    流動資産合計 842,209 68.4 713,400 66.6 △128,808

Ⅱ 固定資産

 (１) 有形固定資産

  １ 建物 117,800 115,100 △2,699

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
62,988 54,811 62,717 52,383 △271 △2,428

  ２ 構築物 77,330 77,877 546

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
51,695 25,635 52,647 25,229 952 △405

  ３ タンク 34,658 35,371 713

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
29,369 5,288 29,799 5,572 429 283

  ４ 機械及び装置 110,357 110,274 △83

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
90,650 19,706 90,551 19,723 △99 16

  ５ 車両・運搬具 63 63 ─

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
47 15 52 11 4 △4

  ６ 工具・器具・備品 17,045 16,439 △605

    減価償却累計額及び 

    減損損失累計額
14,357 2,687 13,718 2,720 △638 33

  ７ 土地 116,712 114,921 △1,790

  ８ 建設仮勘定 2,242 3,377 1,134

    有形固定資産合計 227,099 (18.4) 223,939 (20.9) △3,159
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前事業年度 

(平成19年12月31日)

当事業年度 

(平成20年12月31日)
比較増減

区分
注記 

番号
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

 (２) 無形固定資産

  １ 特許権 1 1 △0

  ２ 借地権 3,733 3,753 20

  ３ ソフトウェア 4,280 4,175 △105

  ４ 施設利用権 115 114 △1

    無形固定資産合計 8,131 (0.7) 8,045 (0.8) △86

 (３) 投資その他の資産

  １ 投資有価証券 21,835 10,576 △11,258

  ２ 関係会社株式 54,060 54,114 53

  ３ 出資金 2,206 2,206 △0

  ４ 関係会社出資金 3 3 ─

  ５ 長期貸付金 649 554 △95

  ６ 関係会社長期貸付金 33,406 26,878 △6,527

  ７ 長期前払費用 988 1,006 18

  ８ 繰延税金資産 20,421 20,533 111

  ９ 敷金・保証金 8,989 8,758 △230

  10 破産更生債権等 86 171 84

  11 その他 12,462 1,611 △10,851

    貸倒引当金 △ 582 △558 24

    投資その他の資産合計 154,527 (12.5) 125,855 (11.7) △28,672

    固定資産合計 389,759 31.6 357,840 33.4 △31,918

    資産合計 1,231,968 100.0 1,071,241 100.0 △160,727

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 買掛金 375,317 212,343 △162,974

 ２ 短期借入金 77,497 122,531 45,034

 ３ 一年内に返済する 

   長期借入金
― 5,000 5,000

 ４ 未払金 117,809 136,155 18,345

 ５ 未払税金 71,775 52,250 △19,525

 ６ 未払消費税等 6,639 6,039 △600

 ７ 未払法人税等 20,534 77 △20,456

 ８ 未払費用 15,173 13,736 △1,437

 ９ 前受金 33,114 18,635 △14,479

 10 預り金 10,389 11,931 1,541

 11 特約店預り保証金 14,354 15,289 934

 12 賞与引当金 958 907 △51

 13 役員賞与引当金 53 45 △7

 14 従業員預り金 813 755 △58

 15 コマーシャル・ペーパー 24,000 72,000 48,000

 16 デリバティブ負債 445 638 193

    流動負債合計 768,878 62.4 668,338 62.4 △100,539
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前事業年度 

(平成19年12月31日)

当事業年度 

(平成20年12月31日)
比較増減

区分
注記 

番号
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

構成比 

(％)
金額(百万円)

Ⅱ 固定負債

 １ 社債 30,000 30,000 ─

 ２ 長期借入金 24,500 19,500 △5,000

 ３ 退職給付引当金 63,960 58,780 △5,179

 ４ 特別修繕引当金 2,819 2,844 25

 ５ 長期預り保証金 5,113 4,910 △202

 ６ その他 18,229 6,214 △12,014

    固定負債合計 144,621 11.7 122,250 11.4 △22,371

    負債合計 913,499 74.1 790,588 73.8 △122,910

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 34,197 2.8 34,197 3.2 ─

 ２ 資本剰余金

  (１) 資本準備金 22,045 22,045 ─

  (２) その他資本剰余金 28 28 0

    資本剰余金合計 22,074 1.8 22,074 2.1 0

 ３ 利益剰余金

  (１) 利益準備金 6,749 6,749 ─

  (２) その他利益剰余金

    固定資産圧縮準備金 13,278 13,227 △50

    別途積立金 5,550 5,550 ─

    繰越利益剰余金 233,328 197,373 △35,955

    利益剰余金合計 258,907 21.0 222,900 20.8 △36,006

 ４ 自己株式 △ 124 △ 0.0 △129 △0.0 △4

   株主資本合計 315,053 25.6 279,042 26.0 △36,011

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
3,415 1,610 △1,805

   評価・換算差額等合計 3,415 0.3 1,610 0.2 △1,805

    純資産合計 318,469 25.9 280,652 26.2 △37,816

    負債・純資産合計 1,231,968 100.0 1,071,241 100.0 △160,727
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(2) 損益計算書

前事業年度 

(自 平成19年１月１日  

 至 平成19年12月31日)

当事業年度 

(自 平成20年１月１日  

 至 平成20年12月31日)

比較増減

区分
注記 

番号
金額(百万円)

百分比 

(％)
金額(百万円)

百分比 

(％)
金額(百万円)

Ⅰ 売上高 2,983,549 100.0 3,138,867 100.0 155,317

Ⅱ 売上原価

 １ 製品・商品及び 

   容器期首たな卸高
88,787 115,567 26,779

 ２ 当期製品製造原価 1,270,351 1,662,995 392,643

 ３ 揮発油税・軽油引取税 

   発生高
390,343 347,601 △42,742

 ４ 当期商品及び容器仕入高 1,245,577 1,141,607 △103,970

 ５ その他 10,784 12,379 1,594

 ６ 他勘定振替高 △78,594 △102,404 △23,810

      合計 2,927,251 3,177,746 250,495

 ７ 製品・商品及び 

   容器期末たな卸高
△115,567 2,811,683 94.2 △114,203 3,063,543 97.6 1,364 251,859

   売上総利益 171,865 5.8 75,323 2.4 △96,542

Ⅲ 販売費及び一般管理費

 １ 運送費 36,291 36,422 131

 ２ 保管料 8,873 8,316 △557

 ３ 修繕費 4,058 3,805 △253

 ４ 特別修繕引当金繰入額 149 164 15

 ５ 貸倒引当金繰入額 104 ─ △104

 ６ 販売促進費 4,445 4,543 97

 ７ 試験研究費 1,621 1,773 152

 ８ 従業員給料手当及び賞与 10,260 9,613 △647

 ９ 賞与引当金繰入額 867 818 △49

 10 役員賞与引当金繰入額 53 45 △7

 11 退職給付費用 3,806 3,497 △308

 12 減価償却費 3,269 3,394 125

 13 賃借料 3,869 3,950 81

 14 租税課金 1,495 965 △530

 15 外注費 5,725 5,484 △240

 16 支払手数料 2,655 2,812 157

 17 その他 9,487 10,285 797

 18 控除額 △3,198 93,836 3.2 △3,388 92,506 2.9 △190 △1,330

   営業利益又は 

   営業損失（△）
78,028 2.6 △17,182 △0.5 △95,211
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前事業年度 

(自 平成19年１月１日  

 至 平成19年12月31日)

当事業年度 

(自 平成20年１月１日  

 至 平成20年12月31日)

比較増減

区分
注記 

番号
金額(百万円)

百分比 

(％)
金額(百万円)

百分比 

(％)
金額(百万円)

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 1,325 1,483 157

 ２ 受取配当金 2,283 2,755 472

 ３ 為替差益 3,288 2,217 △1,071

 ４ 匿名組合投資利益 1,512 1,571 58

 ５ その他 1,230 9,641 0.3 1,191 9,218 0.3 △39 △423

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 1,080 1,717 636

 ２ 社債利息 355 355 ─

 ３ 売上割引 2,081 2,425 344

 ４ その他 380 3,898 0.1 603 5,102 0.2 223 1,204

   経常利益又は 

   経常損失（△）
83,772 2.8 △13,066 △0.4 △96,839

Ⅵ 特別利益

 １ 固定資産売却益 3,441 852 △2,589

 ２ 投資有価証券等売却益 33 ─ △33

 ３ 特別修繕引当金戻入益 12 ─ △12

 ４ 撤去費用戻入益 ─ 404 404

 ５ その他 187 3,676 0.1 94 1,352 0.0 △93 △2,324

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産処分損 4,889 2,119 △2,770

 ２ 投資有価証券売却損 ─ 39 39

 ３ 関係会社株式評価損 ─ 5,106 5,106

 ４ 投資有価証券等評価損 23 7,487 7,464

 ５ 減損損失 2,105 2,975 869

 ６ 役員退職慰労金 1,073 ─ △1,073

 ７ 関係会社事業資産等整理 

   損
1,765 ─ △1,765

 ８ その他 5 9,863 0.3 20 17,749 0.5 15 7,885

   税引前当期純利益又は 

   税引前当期純損失（△）
77,585 2.6 △29,463 △0.9 △107,049

   法人税、住民税及び 

   事業税
34,086 61 △34,024

   法人税等調整額 △1,934 32,151 1.1 △7,080 △7,018 △0.2 △5,145 △39,170

   当期純利益又は 

   当期純損失（△）
45,433 1.5 △22,445 △0.7 △67,879

昭和シェル石油㈱（5002）平成20年12月期決算短信

― 35 ―



前事業年度(自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

 
  

当事業年度(自 平成20年１月１日 至 平成20年12月31日) 

 
  

  

  

(3) 株主資本等変動計算書

株主資本
評価・換

算差額等

純資産 

合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本 

合計

その他 

有価証券

評価 

差額金

資本 

準備金

その他 

資本 

剰余金

資本 

剰余金 

合計

利益 

準備金

その他利益剰余金
利益 

剰余金 

合計

固定資産

圧縮 

準備金

固定資産

圧縮特別

仮勘定

別途 

積立金

繰越利益

剰余金

平成18年12月31日残高 

(百万円)
34,197 22,045 27 22,072 6,749 13,209 13 5,550 201,507 227,029 △372 282,927 4,010 286,938

事業年度中の変動額

 剰余金の配当 △13,555 △13,555 △13,555 △13,555

 当期純利益 45,433 45,433 45,433 45,433

 自己株式の取得 △11 △11 △11

 自己株式の処分 1 1 259 260 260

 その他利益剰余金の 

 積立
69 △69 ─ ─ ─

 その他利益剰余金の 

 取崩
△13 13 ─ ─ ─

 株主資本以外の項目 

 の事業年度中の変動額 

 (純額)

△595 △595

事業年度中の変動額合計 

(百万円)
─ ─ 1 1 ─ 69 △13 ─ 31,821 31,877 247 32,126 △595 31,530

平成19年12月31日残高 

(百万円)
34,197 22,045 28 22,074 6,749 13,278 ─ 5,550 233,328 258,907 △124 315,053 3,415 318,469

株主資本
評価・換 

算差額等

純資産 

合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本 

合計

その他 

有価証券 

評価 

差額金

資本 

準備金

その他 

資本 

剰余金

資本 

剰余金 

合計

利益 

準備金

その他利益剰余金
利益 

剰余金 

合計

固定資産

圧縮 

準備金

別途 

積立金

繰越利益

剰余金

平成19年12月31日残高 

(百万円)
34,197 22,045 28 22,074 6,749 13,278 5,550 233,328 258,907 △124 315,053 3,415 318,469

事業年度中の変動額

 剰余金の配当 △13,561 △13,561 △13,561 △13,561

 当期純損失 △22,445 △22,445 △22,445 △22,445

 自己株式の取得 △10 △10 △10

 自己株式の処分 0 0 5 6 6

 その他利益剰余金の 

 積立
45 △45 ─ ─ ─

 その他利益剰余金の 

 取崩
△96 96 ─ ─ ─

 株主資本以外の項目 

 の事業年度中の 

 変動額(純額)

△1,805 △1,805

事業年度中の 

変動額合計(百万円)
─ ─ 0 0 ─ △50 ─ △35,955 △36,006 △4 △36,011 △1,805 △37,816

平成20年12月31日残高 

(百万円)
34,197 22,045 28 22,074 6,749 13,227 5,550 197,373 222,900 △129 279,042 1,610 280,652
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